




















































でいる（vgl., KU, 180 f.）。ただし，この判断力はその原理を自然に対して客観的
な法則として指定するのではない。むしろそれはこの判断力の主観的原理（格率）
として自分自身にのみ課せられるのである。

























（Vgl., Urteil und Gefüfl : Kants Theorie der Urteilskraft, S.46 ff.）。ただし，こ
こには注意が必要である。なぜなら第一批判で展開された transzendetale Äs-
thetik は学問的な認識の可能性に関わる議論であったのに対し，第三批判で論じ
られる ästhetische Urteilskraft はそのような認識には関与しないからである。む
しろこれは快・不快の感情にのみ関わる，もっぱら主観的な判断なのである（äs-
thetisch の二義性に関するカントの詳細な説明は第三批判「第一序論」VIII を参
照のこと）。それゆえ，もし我々が ästhetische Urteilskraft の“ästhetisch”を，
第一批判で論じられた sinnlich と同じ意味として理解しようとするならば，そこ
には第一批判で論じられたような学問的認識の意味が含まれてはならないのであ
























































































































































































⑸ カントは感性化（Versinnlichung）を他にも Hypotypose, Darstellung, subiectio
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